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一方， 血液透析に伴う合併症のうち，lR:接透析によって発現乃至増強したと認めた， 所謂 Dis­
equilibrium syndrome と呼ばれている症状を透析回数 6 回以上，透析期間 1 ヶ月以上の慢性腎不全
患者 7 例及び透析により救命しえた急性腎不全患者 2 例の計 9 例に対する 91回の血液透析に就いて検












9 -14 Kg のE常雑種成犬を対象とし，ペントパノレピタールナトリウム液による静脈麻酔下に，
経腹膜的に両側腎臓刻除を行ない， 48時間後，胸管ドレナージ法を施行し，同時に大腿動静脈を用い
て，循研製コノレフ型人工腎 lとより 1 回 3 時間の血液透析を行なった。透析回路は二重コイノレ型透析回




身j除後48時間自には，血中尿素窒素 129 .1 mgjdl，クレアチニン 7.78 mgjdl，カリウム 5.72mEqjL
と，高窒素，高カリウム血症を呈した。胸管リンパ液組成は，血液と一致した変動を呈したが，脳
脊髄液では，クレアチレン及びカリウムは低値を示した。























本論文は，血液透析臨床例における Disequi1ibrium syndrome の経験から，実験的に，血液透析
時の体液化学組成の変動を知る目的で，胸管リンパ液，血液及び
の化学組成の変化を詳細 lに乙検討したものである。特に血液透析時の組織間液の化学組成変動について
は他に報告はなく F 甚だ意義あるものと認める o
司δA品企
